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私と母が願う社会
宮城・佐々木　美羽
　痛々しい妹の顔を見た母が怖い顔で私に近づき、何も言わずに私の眼鏡を外した。次のしゅん間、バシッという音とともに、私のほほに痛みが走った。

　「どんな理由があれ、人を傷つけることはやってはいけない。犯罪者になる。今度、同じことをしたら、けい察につれて行く。」
母の強くきびしい言葉に、私の目から涙があふれ出た。たたかれた痛みだけではない。
（犯罪者。けい察。）
母の言葉が、私の胸に突きささる。
　私の家には、暴力を振るったら、罰金を払わなければいけないというルールがある。そのルールがあることを母も分かっている。でも、母は本気で私をたたいた。
　私は、妹の顔を傷だらけにしたのだ。ささいなことでけんかして、かわいい妹の顔を傷だらけにしてしまったのだ。私は、なぜこんなことをしてしまったのか、よく分からなかった。でも、何だかイライラしていたことに間違いはない。

　涙が止まらない私を母は抱き寄せ、背中をなでながら言った。

　「人は、一つのイライラだけで、ばく発したりはしないよ。ママは、三つ重なるとばく発するんだ。きっと、美羽さんも、優羽のことだけで、ばく発したんじゃないと思うよ。振り返ることが大切。自分で自分の心がわかったら、きっと同じことはしないよ。そして、イライラが三つになる前に、自分で考えられるようになること。」
母の言葉に、涙があふれて止まらなかったけど、私の心は少しずつおだやかになってきた。
　振り返った。頭の中で考えた。私のイライラの原因。そう言えば、友達の言葉にイライラした。授業中、うるさい男子にイライラした。そして、妹とのけんか。やっぱり三つあった。

　だれでもイライラすることはある。もしかしたら、だれでも犯罪者になってしまうことがあるかもしれないと考えた。
犯罪は許してはいけない。許されてはいけない。でも、私は、きっと悪いことをしてしまう人たちも、イライラが一つだけではなく、何個か重なって、自分も気付かず、だれも気づいてあげられず犯罪者になってしまったのだろうなあと考えた。だれにも、分かってもらえないなんて…。私は、つらく悲しい気持ちになった。

　「もし、人を傷つけて、美羽さんがろう屋に入ったら、ママも一緒に入るね。」
「ママは美羽さんに五百円罰金。美羽さんは、優羽ちゃんに三百円罰金だね。」
と母は最後に笑顔で言ってくれた。母は、大人でも、子供でも、やってはいけないことは同じ扱いをする。そして、子育てには、それだけの責任があると思っているのだ。母が怒るときは本気だ。でも、その後は、ちゃんと話してくれる。ちゃんと話を聞いてくれる。
私は、それが愛情だと知った。そして、その愛情こそが犯罪者を無くすために、一番必要なことだと考えた。
　犯罪者を減らせる。犯罪者を無くせる。私はいつも、母と考えている。そのために、もう一つ必要なことがある。それは、自分のことを自分で理解することだ。親も周りも理解してあげることだ。
　私は不注意だ。学校にランドセルを置き忘れたり、一年生の靴をはき間違えて帰って来たり、みんながしないようなことをよくしてしまう。
でも、私は、自分で自分のことをちゃんと理解している。母も妹も理解してくれている。
「今、やっていることに注意を向けて。周りをよく見て考えて。」
母からよく言われる言葉だ。人に迷わくをかけてしまうこともあるけど、私は、自分のことを理解して、良いところも悪いところも全部合わせて、自分のことが大好きだ。だから、どんなことでもがんばれる。

　最近知った言葉に、「リフレーミング」という言葉がある。悪い言葉でいうと、私は不注意だけど、リフレーミングして見方を変えると、好奇心おうせいというそうだ。私は、「優しい心の眼鏡」みたいだと思った。
　だれでも、良いところもあれば、悪いところもある。「優しい心の眼鏡」で自分を見つめ、相手を見つめ、そこに愛情があれば、きっと犯罪者は減っていく。きっと犯罪者はいなくなる。そして、明るく、みんなが幸せにくらせる社会が必ずやってくる。一人一人が輝く、そんな社会になることが、私と母の願いだ。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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